
11
月
15
日
、
国
の
文
化
審
議
会
か
ら
文
部

科
学
大
臣
に
対
し
て
、
米
原
市
東
草
野
地
域

（
甲
津
原
・
曲
谷
・
甲
賀
・
吉
槻
の
一
部
）

を
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
選
定
す
る
よ
う

に
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
平

成
26
年
２
月
に
、
正
式
に
国
の
重
要
文
化
的

景
観
と
し
て
選
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
全

国
で
は
39
件
目
の
選
定
と
な
り
ま
す
。

滋
賀
県
内
で
は
、
「
近
江
八
幡
の
水
郷

（
近
江
八
幡
市
）」、「
高
島
市
海
津
・
西
浜
・

知ち

内な
い

の
水
辺
景
観
」、「
高
島
市
針は

り

江え

・
霜
降

し
も
ふ
り

の
水
辺
景
観
」
に
続
き
４
か
所
目
の
選
定
に

な
り
ま
す
が
、
東
草
野
は
県
内
初
の
山
間
地

域
（
水
源
地
域
）
で
の
選
定
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
「
水
辺
を
育
む
水
源
の
景
観
」
と

も
言
え
る
「
東
草
野
の
山
村
景
観
」
の
概
要

や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

東
草
野
の
山
村
景
観

―
西
日
本
屈
指
の
豪
雪
地
に
お
い
て
、

地
域
を
越
え
た
峠
の
交
流
に
よ
り

育
ま
れ
た
、
独
特
の
住
ま
い
・
生
業
・

水
利
用
が
作
り
出
し
た
山
村
景
観
―

平
成
23
年
度
か
ら
調
査
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
東
草
野
で

の
現
地
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
東
草
野
の
特
筆
す
べ
き
価
値
が
見
え
て

き
ま
し
た
。

雪
に
適
応
し
た
景
観

東
草
野
は
、
冬
に
な
る
と
日
本
海
か
ら

の
季
節
風
の
影
響
に
よ
り
、
大
量
の
降
雪

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
２
ｍ
か
ら
３
ｍ
の
積

雪
を
記
録
す
る
こ
と
か
ら
、
西
日
本
屈
指

の
豪
雪
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
豪
雪
に
適
応
し
た
工
夫
が
各
集
落
空

間
に
み
ら
れ
ま
す
。

東
草
野
の
山
村
景
観
が

ま
も
な
く
国
の

「
重
要
文
化
的
景
観
」
に
！

文化的景観とは？
「文化的景観」とは、自然が作り出した景
観に対し、人々の日常的な生活文化が自然
や風土と調和して、かたちづくられた個性
的な景観のことで、平成16年に誕生した新
しい文化財の一つです。その中でも、国が
特に重要とするものが「重要文化的景観」
として、選定されます。
文化的景観は、日々の暮らしに根ざした

身近で「当たり前」の光景であり、日頃は
その価値になかなか気づきにくいものです。
選定することにより、その文化的な価値を
正しく評価し、地域の魅力として、次世代
へと継承していくことができます。

雪に適応した景観

軒下空間（カイダレ）▲

▲持送り
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▲主屋の棟の向きと入り口の位置(吉槻)



特 集 東草野の山村景観がまもなく国の「重要文化的景観」に！

峠
道
が
も
た
ら
し
た
景
観

山
村
は
一
見
す
る
と
、
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
東
草
野
は
、
縄
文
時
代

か
ら
峠
道
を
介
し
た
他
地
域
と
の
交
流
が
活

発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
交
流
は
近

代
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。
峠
道
を
介
し
て

他
地
域
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
き
た
こ
と

で
、
物
の
往
来
だ
け
で
な
く
、
石
臼
作
り
と

い
っ
た
生
業
、
浄
土
真
宗
の
廻ま

わ

り
仏
や
能
面

な
ど
の
信
仰
文
化
、
軒
を
支
え
る
持
送
り
等

の
意
匠
が
集
落
空
間
の
形
成
を
担
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

東
草
野
は
、
姉
川
の
南
北
の
谷
筋
を
利
用

し
て
、
複
数
の
峠
道
が
東
西
に
開
か
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。
さ
ら
に
、
北
へ
は
日
本

海
側
に
通
じ
る
峠
道
が
あ
り
、
南
へ
も
伊
吹

山
南
麓
か
ら
北
国
脇
往
還

お
う
か
ん

、
さ
ら
に
中
山
道

に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
広
域
範
囲
で
の

交
流
が
地
域
の
文
化
の
形
成
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
多

岐
に
わ
た
る
交
流
を
生
み
、
独
特
の
山
村
景

観
を
形
成
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
後
の
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
の
文
化
財
は
指
定
さ
れ
る
の
が

ゴ
ー
ル
で
し
た
。
し
か
し
、
文
化
的
景
観
は

選
定
さ
れ
て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
地
域
の
み
な
さ
ん
や
行
政
、
専
門

家
が
お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
、
こ
の
「
東

草
野
の
山
村
景
観
」
を
い
か
に
盛
り
立
て
て

い
く
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
、

選
定
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
よ
う
や
く
立
つ

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

例
え
ば
、
民
家
の
多
く
は
家
の
棟
を
南
北

方
向
に
向
け
つ
つ
、
南
側
に
入
口
を
設
け
て

積
雪
時
の
出
入
り
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
伝

統
的
な
家
屋
で
は
主
屋
の
入
口
に
広
い
軒
下

空
間
で
あ
る
カ
イ
ダ
レ
、
軒
を
支
え
る
た
め

の
持も

ち

送
り
を
有
す
る
と
い
っ
た
特
徴
が
見
ら

れ
、
こ
れ
ら
は
豪
雪
に
備
え
た
建
築
様
式
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
集
落
内
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
水
路

（
カ
ワ
・
サ
ワ
・
ユ
カ
ワ
な
ど
）
や
、
そ
の

水
を
貯
め
た
イ
ケ
・
カ
ワ
ト
な
ど
は
融
雪
に

使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
か
つ
て
行
わ
れ
た
麻
織

の
工
程
に
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

し
た
。
さ
ら
に
、
豪
雪
地
と
い
う
気
候
上
の

特
性
に
よ
り
、
麻
織
を
は
じ
め
と
し
た
生
業

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

峠道がもたらした景観

▲石切り場（五色の滝）

▲甲賀雪の景観

▲冬の東草野（除雪風景)

▲上屋のあるイケ（吉槻)

▲カイダレと持送り

▲持送り②

新
穂
峠

石
臼
階
段

▲

▲

▲ 東草野の民俗行事
オコナイ（甲津原）
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